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Development of peer relations in 4-year-olds : 
Focusing on intimacy formation 
品田かおり I• 河原紀子





















































































































































































































































































































よって、 ① 「並行」や 「友好から対立」がどの
ように 「友好」に緊がっていくのか、 ② I期か
らl期にかけてどのように「友好」の内容が変



















③Aくんは私に 「K太は？ 」 とる＼ねる。
私が「どこ行っちゃったんだろうね」と言




























































































































































































































































1期になると K太は、 9月の初めに転園し わかる。
てきたS男と関わることが多くなった。
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